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大阪府保健所長研究会

ー、．呆健所の問囮点一

保健所業務ーの完全な遂行・クこれは我々職且の常に念

碩にあって消える＇ドのない大きな課題である．少ない

職日で地区の完全な衛生管理を如何にすべきか，工夫

？努}J?[•T1粘？色々の問題点がある．所長研究会はこ

れ＾、りの諜図と取組み府々と効果を浴げつつある．まず

第一の問題1・せは管内数百の対象業者を僅か 1~2名の

監視且の監l'f,指迎取締にて，住民が安心して業者

の供給を受けられる様にするには如何なる方法をとる

のがよいかと云う・JIである．この点は全国的問題で単
に大阪府保健所のみの問題ではない．それ故尚のこと

研究の要があるのである．大阪府が数年来この点に研

究の屯点をおき，所長も又分担研究に取りかかり，地

区糾織へのPRと協力を求める1もプロック毎の集中
監視指祁，地区組織の一つ衛生婦人奉仕会の組織強化

並びに会只中より公衆衛生推進委且の選任により監視

業務に対する協力強化，業者と監視只，衛生婦人奉仕

会且，公衆衛生推進委員との公衆衛生懇談会，共同研

究会の開催等の結果，業者の衛生的業務管理の向上が

認められて来た·J~は否めない・Ji実である．尚各保健所

管内にある公衆衛生協力会が又これに一役を演じてい

る •j(は，他）{,I呪に類を見ない力強い行政実施上の一機

構である．次に考えるべき ·J~は，絶対数不足の監視員

を如何に活用すぺきかが問涸である．この点につき所

長研究会の研究分担プロックは機動力の増強に方針を

向けている．保健所を中心に半径数粁，その間股地あ

り山地ありで，市街地の如く家屋が連続していて対象

業者が百米以内に数軒も数える地域と異り，数百米時

には 1粁以上距たる地点に 1軒という如き地区を管轄

する保健所においては，到底機勁力無くしては監視業

務の能率化は望めないのである．現に保健所に監視貝

用に配匠せられた 1台の1:1転車では，監視の回数も法

定回数の半分に及ばないのは無狸からぬ・Ji:である．．郵

便集配人がスクークーを以ってその業務の能率を上げ

ている現在，衛生監視の屯大任務を持ち，管内住民の

保健管理の屯要用務を荷う公衆衛生並に屎境衛生監視

員が，酷暑の炎天下又寒風吹きすさぷ厳冬に自転車を

ふんで田舎道を行く姿を思う時，彼等にこれ以上の監

視回数を望むのが無理ではないかと思うのである．

（会長立松宗一）

大阪市保健所医師会

本会は昭和26年6JJに粘成され，会且の狩質のJ11J上
に努め大阪市公衆衛生・H業の発展に脊与し，併せて会

貝相止の親睦を，~,-るを目的としている．この目的逹成

の為，会員としての職務の向上，他の友誼団体との述

絡提挽，会員の親IIを原生窃に努}Jしている．

木会は所長をも含めて保健所医師， ,',f.j科医師企只で

構成されている．

原則として毎月 1回の例会をもち，又，グルーフ活

勁としては母子衛生研究会，衛生行政研究会があり，

それぞれ活発に動いている．今年は本会の「1主的研修

の1つとして l)Jl9日より 2月末まで約12回にわた

り，心屯図に関する研修会を開き成人病対策に備えて

いる． （会長長谷広）

杏 風会

ー大阪府保健所勅務医師の会の歩みー

杏風会においては，昭和32年以降定期的に毎）J 1回

保健所業務に関する研究会を開催し，時に，溝師をまね

き，自主的に然心な討議を重ねて来たが，満2カ年を

経過し近く討議内容については冊子として刊行せられ

る予である．プラスする何物かを把捏することが/1'1来

ることと思う．

一方また，さきに大阪地方勤務医師連絡協議会が粘

成せられるにあたり，杏風会として参加加入し，更に

大阪府勤務医師連絡協議会を昨年11月粘成し，医師の

待遇改善によって，衛生行政並に診釈上の向上発展を

はからんため，目下狡料の蒐集と検討を重ね，まい進

しつつある． （会長大且弘平）

大阪市保健指導研究会

例会として， 10月全会員の集りを持とうとした矢

先，集団赤痢の発生で，各保健所から保健婦が入れか

わり立ちかわり応援に出たのでとうとう実現出来なか

った．しかし丁度会誌の編掛の時期に当っていたので
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箪を通じて色々の声がきかれる市と思う．今回のテー

マは‘人間関係、であるが上司との関係，同僚との人

11\JIY~ 係，患者との関係，家族との関係等，ー保健婦で
あっても立場を異にすれば色々の場面が出て来る．そ

してその中から保健婦という職業から来る共通した心

理というようなものがみつかるかもしれない．又，そ

れが社会にどんな影轡となってあらわれて行くか，或

は仕•,ドの発展にどんな功罪があるか，等が分かれば非

常に興味もあろうと期待している．

各7つのプロックでは，それぞれ小グループ研究会

が仕·J~の空間を縫って随時活澄に行われているが医旅

機関と保健婦業務との協涸についての今後のあり方や

保健婦の仕・J1:の限界や方向を知るための汽料の整備等

が問題となっている． （会長石田末子）

環境衛生監視員会

昭和33年8月小椿，札祝両市において第2回全国環

塊衛生大会が開催された際，全国都道府眼の探境衛生

関係者が発起人となって全国屎境衛生職員の協議会規

約案が発表され，全国の屎楼衛生監祝貝を中心とし

て，これにつながる人達の大同団結への索地が出来上

った．これより先昭和33年4月1日には大阪府におい

て屎友会が，更に同年11月1Fl大阪市において閃境術

生監視旦会の発足をみ，各々分科会活勁にまでその歩

みを続けているのであるが，各都道府原においても特

色を生かして会の発足をみていることと思われる．願

わくば全国的な組織網が1日も早く出来上り探境衛生

の向上に力強い活動が展開されることを望んで止まな

ぃ． （大阪府屎境衛生課藤戸貞男）

大阪市環境衛生監視員会の結成

既に数年前より同志相奇り，機会あるごとに監視員

会の必要を検討してきたが，親睦程度の域を脱せず，現

在にいたった．しかるにその機が熟し，監視員として

の必要な専門的涸五研究及び質的向上を図ることを主

眼として，全監視員により大阪市屎境衛生監視員会が

昨年12月1日に結成された．本会には，そ族こん虫部

会，党業規制部会，理化学及び細歯検在部会，公塞部

会の 4部会を設け活動することとし，市内 22保健所

を5プロックに，斑境衛生課を 1プロックとして6プ

ロックをつくり，会貝相互の連絡を円滑にすることと

した．

この会は会員が自由に討論し，活動し，発表して外

部からの抑制などなく自主的に連営されていることは

菩ばしいことである．発足してまだ日も浅<,見るべ

き成果はないが，会が発展することによって都市深境

衛生が自づと向上されてくることを期待している．

（大阪市棗境術生課近野敏）

大阪市貪品衛生監視員会

1昨年，大阪において，第12回公衆衛生学会が開催

されたさい，ささやかながら私達食品衛生監視員が日

常業務で問題となっていることを2~3発表する機会

を得たことが，大きな刺激となって，研究会が生ま

れ，各グループに分れて，活動してきた．

この会は，あくまでも自主的なもので，よりどころ

となるものが判然としないきらいもあって，ともすれ

ば忘れ勝ちとなっていた．

本年これを発展的解消し，食品衛生監視且会として

の組織を確立し，日常業務の研さんは勿論，各都道府

屈で活動しておられる食品衛生監視貝の全国組織まで

に発展されていきたいものと， 大い1乙ハリキッテい

る． （大阪市食品衛生諜加藤敬男）

大阪市勤務栄養士の動き

公衆衛生の目ざましい発展にともない，この広場で

活躍する各職種の人々の研究会はとみに盛んになって

きた．大阪栄捉士会でも，工場や病院など各部会にわ

かれて定例研究会を開いているが，同じ大阪市に勤め

ている栄捉士でもお互に顔も名前も知らないような状

態では研修会を持つことはおろか，平常業務の連絡に

も支障を生じるので， ‘大阪市勤務栄益士会、（仮称）

を結成しようと話しあってその準備委員の選出までし

たのが昨秋であった．ところが例の学校給食による集

団赤痢の発生のため一時坐折し，昨今ではやっと落ち

つきをとりもどしたので再び会の結成準備にとりかか

り，意見の交換や狩質の向上に役立てたいと思ってい

る．ちなみに市に勤務する栄捉士は病院，保健所，研

究所，衛生局，教育委員会，民生関係などに約40名い

る． （大阪市食品術生課植田紫蛾子）

大阪市保健所試験検査部会

大阪市においては，各保健所の検在室に検査員（薬

剤師） 1名が配屈され筒易な細i狛病理検在を行ってい

る．当部会においては，衛生検査技師法のやかましく

いわれる以前より，細湘病理検在法の基礎的技術の研

修に意を用い，特に昭和32年1月より， 19名の検査員

が， 7班に分れ，各班とも約3ヶ月，大阪市立衛生研
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究所の細I柑病理部で，各検・在員の細I柑病理‘炭和険の布

無をとわず，基礎，；1,, 練より始め，本年1月2311をもーヽ

て終了したなお毎月第4週月開「1には衛研に午後2

11:fより集合し技惰而に関する疑問な点の批判を，細l比i

紺Pl!部，ならさに灰．務諜の方々よりうけるなど，部会

を検｛社1の技術の向上と衛研との連絡の場として技椅

の純労と連絡の緊密化につとめていな

なお水年は昨年以来の懸案であろ食晶衛生課関係の

｝用化学検任を監視員との緊密な連絡のもとにfi'i極的に

ゃっていくつもりであろ．

（大阪市城東保紐所阪「l広信）

大阪府 X線技師会

1895年X線が発見され我国朕旅而にも逐次応川され

たが昭和に至り怠辿な進歩を遂げ昭和17年II本放射線

技術学会が生れた．ここに技師の汽格問題も検，；すされ

ろにi~ったが戦rliJ戦後の況乱時代に入り一時見送られ

たO)であろが22年7月j盗にX線技師会を創立， 23年第

--阿裕会を1捐いて仝則を制定，本部を東取におくに至

...., tこ．以来t-i格IJ¥]!出について政府困会医f¥Jli会占領'.iff.等
に1.!,」運動をJJ(llliした.II炉恰も粘核予防法が審，滋されろ

に‘りIJ賓格制定も，溢滋され， 26年診療X線技r:,1i法がrq
会を通過，ここに社団法人II本X線技f:l]i会として認め

られたのてある．従米0)各都；罪J項，以支部も夫々 ）m,¥X 

線技rw会となり，我大阪府X線技rw会も誕生した.27 
，，l'-11月第一回，・;笏療X線技fliji[国家試験が実施され新しく

珍1/,~X線技r:』が医板而に活罰することになった．初代

祈111]会長以来歴代会反のもと一致rn粘，会員の職業倫
J勅）昂揚， X線技術の向上を図り，レ、）(-, て国民保健の

維持発展に涛りすべく努}jしてlヽ る次第であろ．

（会長，匂栢謀羽）

大阪眼衛生協会

fO月10IIのllliの愛設デーを1[1心として行われろIUiO)

愛護週間の一菜・J1:果として，大阪((.f• 各保健所・教育

委員会・学校々医会の協力を肉て，府下ljJ学生のうち

適性な眼鋭を必要とするものに対して無料で甜贈すろ

こととし，各校2名宛，mo名を選定， 10月14l"I大阪l(.f
知 •ff.室において大阪府学校保健医会反に伝述甘f贈しk
常に・:・名ばれたまたiii!号で報じた如く無料開眼手術を
実施したが，大阪府・大阪市.J界市在住の適応行40余

名1jrすでに38名が手術を受け，再度の光nnのlit界に祝

悛全生徒に梢密検丘を実施されたことはllli科領域にお

いて特出さるぺき・Jr項であり，．本会もこれに尽力さし

て頂いたことを誇りとすろものである．

（大阪府予防課朝介窟）

大阪寄生虫病予防協会

昭和33年11月21nから30IIまでの間全国的に実施さ
れた予防速動に1具l述して，木会では大阪）(H校・大阪

市6校（泉尾泊j.石栂小・熊取小• 四条畷小・ 扇IIIJi{H

j:':j• JJ11費用I/J・介市,11.',"I根崎小・梢旅小・桃谷小）

の後良校0)表彰式を馬場IIIJO)忽察クラプで行った．当

IIは表彰式の他，大阪医大代LITI・阪大森下両教授の，溝

狐lv.びに映価(.りが行われ盛会であった．なお本年は被
表彰校の代表者の出席を得てパネル・ディスカッショ

ンを行うという新しい試みを実施した．また2411から

27 f Iまでの 4If間にわたっては藤井，炉地区・守口市門

其地区・阿倍野区西[1J辺地区・大11こ区南恩/Jfl島地区に

おいて無料診療を実施し， 2,000名余の検在を行った．

箕而市'.~'.野地区においては， Jf'.J'よりの委，氾研究として

阪大森卜教抄を指祁0)もとに鈎出の集団1兌合、¥(;にその予

防と11;1(虫を実施1/1である．

（大阪府予防課 i~fff.'r 約）

大阪口腔衛生協会

1Jlil}に報じた如く，山間へき地の無i柑科釈地区の無

料検，冷実施成績は次の如くであった．

地区名 検，］今者数

7月2411}河内長野市j如II 320 
2511 

2811 Ale: 廿了;¥.Ie: 才＜ 30 

2911 柏原UIJ限上 54 

8月7f I 北河内/111水水 84 

s 11 ;;tr.nm市修行 354 

1211 } 東能坊111r古川 58 
1311 

18「I}能衿IIIJ天―E 165 
1911 

9 J1 9「'}福泉町災木多 224 
10 II 

1211 東能~IIIJ能:祢 275 

1711 } .lti•IJ"11, l!lln !Ii;( 257 
18 f I 

びと幸福の感謝のIfを送っている, .~1· 1,821 
なお大阪医大山地良一助教授は，現在如何に不適正 この結果以上の各地区の人々より大変感，］り1され関係

な眼錢が使用されているかということを痛慇され，特 者一同―:,',: 労も忘れろことが出来た．

に進学コースにあるjf:j校生を取り上げられて天王寺高 （大阪府予防課朝倉篤）
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